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要旨：                            

助詞トは品詞から言うと、(a)並列助詞、(b)格助詞、(c)接続助詞の 3 つに分かれる。

しかし、これまでの先行研究でトに関して品詞レベルでの言及は多いとは言えない。使

用頻度の高い助詞トについて、日本語学習者にトの正確な使い分けを提示することは大

切である。ここでは助詞トを例に、ある助詞の品詞レベルでの下位区分について考察す

る。 

まずは並列助詞トから見てみよう。トが並列助詞だと判断する場合二つの基準があ

る：トの前後に名詞句が存在すること、もう一つはトを境に二つの名詞句が入れ替えら

れることである。 

例えば「僕にとっての一九五〇年と一九六〇年は、不格好な揃いの服を着た醜い双子

の兄弟のようなものである。」は「僕にとっての一九六〇年と一九五〇年は、不格好な揃

いの服を着た醜い双子の兄弟のようなものである。」のように二つの名詞句を入れ替える

ことが可能である。 

ただし、上記の基準にはテキストの校正に関わる例外がある。例えば「アンヘラ・ビ

カリオとその母親が、造花の入った籠をそれぞれ両手に持って、広場を通りかかった。」

を「その母親とアンヘラ・ビカリオが造花の入った籠をそれぞれ両手に持って、広場を

通りかかった。」に入れ替えることが許容されない。「その母親」は「アンヘラ・ビカリ

オ」の母親とは解釈されないからである。 

次に格助詞との区別について取りあげる。「対称関係」を提示する述語のもとに現れる

二つの名詞句が、もう一方の名詞句の「後方」に現れれば、トは格助詞である。例えば

「俺は君と同じ理由で、昔のことを本当にひとつ残らず覚えているんだよ。」が挙げられ

る。 

並列助詞のトと格助詞のトをいかに見分けるかというと、「言表事態の中で同等の位置

にある二つのモノの関係」、つまり「対称関係」にある二つの名詞句、「NP ト」は「NP ト」

の名詞句を除くもう一方のモノに対応する名詞句の「前方」に現れるなら、トは並列助詞

の解釈を受ける。「NP ト」は「NP ト」の名詞句を除くもう一方のモノに対応する名詞句の

「後方」に現れるなら、トは格助詞の解釈を受ける。 

ここで「接続詞」と呼ぶのは文字通り、文頭に用いられ二文間の関係を示す、助詞トか

ら始まる一群の表現を指す。例えば「駅前の開発計画が急に取りやめになった。というの

は、地域住民の強硬な反対で、マスコミまで騒ぎ出したからだ。」のような後続文が一般に

は、先行する文の理由を表わす。 

最後に接続助詞トについて取りあげよう。広義の接続助詞ﾄとは、引用の助詞トと狭義の

接続助詞トとに二分される。本研究では、狭義のトを「接続の助詞ト」と新たに名付ける。

引用の助詞トは助動詞や文の後方に使われる。それに対して、接続の助詞トの前方には動

詞の終止連体形あるいは少数の助動詞しか来ない。 

引用の助詞トの例文には“「ごめんなさい」と小さな声で彼女は言った。」”のような例文

がある。主に伝達や思考行為を表わす動詞の前方に現れる。 
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接続の助詞トの例について、「彼らの姿が階段の上に消えると、また静けさが戻った。」

が挙げられる。 

 助詞トを品詞レベルで下位分類するための基準は上記のようである。こうした考察の方

向性が日本語研究者の一助になれれば幸いである。 
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